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第１６回 教育研究評議会議事要録  
 
日 時  平成１７年５月１８日（水）午後３時００分～午後３時５０分 

場 所  第１会議室 

出席者  久米学長、清水理事、井上理事、奥村文学部長、野口理学部長、上野生活環境学部長、 

矢野人間文化研究科長、的場附属図書館長、水上附属学校部長、出田、森岡、池原、 

富﨑、磯田、小城、今井、坂本各評議員 

列席者  岡監事、上野監事、岡本事務局長、位田総務・企画課長、上岡人事課長、 

河井国際課長、吉田研究協力課長、松田財務課長、山本学務課長、新宮入試課長、 

岡本図書課長 

 

議事に先立ち、前回記録を確認。 

  

Ⅰ審議事項 

１．学内諸規程の制定について 

 （１）奈良女子大学広部奨学金管理運用規程の一部改正（案）について 

（２）奈良女子大学廣岡奨学金規程の一部改正（案）について 

（３）奈良女子大学廣岡奨学金奨学生選考及び支給要項の一部改正（案）について 

   井上理事から検討の経緯等について説明の後、学生生活課奨学援助係長から、資料１ 

－１～１－３により改正の趣旨及び内容について説明があり、学長から諮られ、審議の 

結果、原案どおり承認し、本日付けで施行することとした。 

（４）再入学の取扱について（申合せ）の一部改正（案）について 

 学務課長から、資料１－４により改正の趣旨及び内容について説明があり、学長から 

諮られ、審議の結果、原案どおり承認し、この申合せにより今後対応することとした。 

２．学長選考会議委員の選出について  

学長から、資料２により学長選考会議の構成委員等について説明の後、西村前生活環境   

学部長の後任となる教育研究評議会選出委員の選考について依頼があり、審議の結果、上野

生活環境学部長を学長選考会議委員として選出した。 

３．その他 

（１）教育目標、研究目標の策定について 

   学長から、中期目標等との関係から包括的な教育目標及び研究目標を策定する必要が 

あること並びにこれらを検討するための組織の設置について説明があり、審議の結果、 

教育研究評議会の下に作業部会を設置して検討することとし、当該委員として森岡、池 

原、磯田、坂本の各評議員を選出した。 

    



2 

Ⅱ報告事項 

１．生活環境学部規程の一部改正について  

   総務・企画課長から、４月２７日開催の生活環境学部教授会の議に基づき制定された生活

環境学部規程の一部改正について、資料３により改正の趣旨及び内容について報告があった。 

 ２．第１２回役員会について 

   学長から、４月２２日に開催された役員会の審議・決定事項について報告があった。 

 ３．平成１７年度現代的教育ニーズ取組支援プログラムの申請について 

   学長から、平成１７年度の公募に対し、本学から「地域の変革を促す女性人材育成プログ

ラム」と「可視化コンテンツクリエイタ養成プログラム」の２つのプログラムを申請したこ

との報告があった。 

４．その他 

 （１）学長から、現在公募中の国公私立大学を通じた競争的プロジェクトについて案内があ

り、申請に向けた検討について依頼があった。 

（２）学長から、平成１７年度計画の各事項について早期に対応願いたい旨の依頼があった。 

（３）学長から、法人化後の概算要求については支援の方向性が従前とは異なることから、 

教育改革、研究推進、連携融合等の視点を踏まえた特色ある事業を要求する必要があり、 

部局からの要求にあたっても充分検討願いたいとの要請があった。 

（４）学長から、受験者の確保に向けた対応策について説明があり、このことについて各学 

部等へも検討の依頼があった。なお、これに関連して、大学広報のあり方及び本学ホー 

ムページの改善策について意見交換があった。 

（５）学長から、来春以降の定年退職に伴う教員人事については、各学部等の人事計画とも 

関連するため早期に検討したい旨報告があった。 

（６）文学部長から、平成１７年度計画事項である非常勤講師の配置に係る見直しについて

は学部等のカリキュラムの見直しに関連するため、検討の早期着手について依頼があっ

た。 

（７）評議員から、卒業生との連携強化に係る取り組みの必要性について発言があり、意見

交換があった。 

 

 次回教育研究評議会を６月１５日（水）に開催することとして散会 

以 上 


